
桐生の教育史をたどる
【学制 その15】生徒心得

第27号で学校の管理運営上のきまりである｢校則｣を
紹介しましたが､生徒(児童)の訓育の方針や生徒として守
るべきことを示したものが｢生徒心得｣です｡下に文部省
の意を受け東京師範学校(以下;東師)が作成した心得全文
と群馬県(以下;県)が編成した心得の抜粋を掲載します｡

東師第１条では､起床したら顔と手を洗い口を漱ぎか
ら始まり､忘れ物や落とし物をしない､家人に挨拶せよ等
を､第14条では､便所の使い方にもふれ､こまごまとした
生活態度についても述べています｡

教育資料室だより
No.３０ 令和７（２０２５）．１０．１５
発行 桐生市教育資料室

桐生市小曽根町３－３０ (桐生市教育センター内)

電話 ０２７７(４３)６１９１

徳川幕府から明治政府へと為政者は変わっても､封建
的体質は続き､教師は絶対的な権威者であり､主[ｱﾙｼﾞ]的
な存在だったことも読み取れます(東師第３条～７条､県第

３条等)｡授業中に､よそ見をしたり､おしゃべりをしたり
しない｡発言するときは挙手して許可を得てからなど､
一斉授業では当然のことも書かれています(東師４条･11

条)｡また､学習について､日々の努力の大切さや家庭での
復習の必要性も説いています(県10条)｡

馬車の往来も頻繁になっていたのでしょうか､通学途
中に無用な寄り道をしたり､ふざけ半分で遊んだりして
いて､交通事故に遭わないようにという規定(東師17条､

県18条)もあります｡
貧富の差の大きかった時代､倫理的･道徳的な内容も

多く盛り込まれています｡県15条には､着ている物の善
し悪しを詮索しない､13条(紙面の都合上掲載できませんで

したが)には弁当の中身を云々しないとも書かれていま
す｡また､不敬不遜な態度をとらない､人を誹謗しない(県

20条)など､人権に対する配慮は､昔から変わりがありま
せん｡<学制その16へ続く>

☆参考『桐生市教育史(上巻)』『群馬県教育史(第一巻)』

小
学
校
生
徒
心
得

(

東
京
師
範
学
校
版

明
治
六
年
六
月)

第
一
条

毎
朝
早
々
起
キ
顔
ト
手
ヲ
洗
ヒ
口
を
漱
き
髪
ヲ
掻
キ
父
母

ニ
礼
ヲ
述
へ
朝
食
事
ヲ
終
レ
ハ
学
校
ヘ
出
ル
用
意
ヲ
為
シ
先
ツ
筆
紙

書
物
等
ヲ
取
揃
ヘ
置
テ
取
落
シ
ナ
キ
様
致
ス
ヘ
シ

但
出
ル
時
ト
帰

リ
タ
ル
時
ハ
必
ス
父
母
エ
挨
拶
ヲ
為
ス
可
シ

第
二
条

毎
日
ノ
参
校
ハ
受
業
時
限
十
分
前
タ
ル
ベ
シ

第
三
条

校
ニ
入
リ
席
ニ
就
カ
ン
ト
ス
ル
時
教
師
ニ
礼
ヲ
致
ス
ヘ
シ

第
四
条

席
ニ
着
キ
テ
ハ
他
念
ナ
ク
教
師
ニ
教
ヘ
方
ヲ
伺
ヒ
居
テ
仮

リ
ニ
モ
外
見
雑
談
等
ヲ
為
ス
可
ラ
ス

第
五
条

教
師
ノ
許
シ
ナ
ク
シ
テ
教
場
ヘ
入
る
可
ラ
ス

第
六
条

受
業
ノ
時
刻
至
レ
ハ
控
室
ニ
於
テ
銘
々
ノ
席
ニ
着
キ
教
師

ノ
指
示
ヲ
待
ツ
可
キ
事

第
七
条

若
シ
受
業
ノ
時
限
ニ
後
レ
参
校
ス
ル
ト
キ
ハ
猥
リ
ニ
教
場

ニ
至
ル
可
ラ
ス
遅
刻
ノ
事
情
ヲ
述
ヘ
教
師
ノ
指
図
ヲ
待
ツ
可
キ
事

第
八
条
出
入
り
ノ
時
障
子
襖
等
ノ
開
閉
ヲ
静
カ
ニ
ス
可
シ
書
物
ノ
取

扱
方
ハ
成
丈
ケ
丁
寧
ニ
シ
テ
破
損
セ
サ
ル
様
ニ
ス
可
シ
書
物
ヲ
開
ク

ニ
爪
ニ
テ
紙
ヲ
傷
メ
又
ハ
指
ニ
唾
シ
テ
開
ク
コ
ト
無
ル
ベ
シ

第
九
条

毎
日
ヨ
ク
顔
手
衣
服
等
ヲ
清
潔
ニ
シ
テ
参
校
ス
可
シ

第
十
条

生
徒
タ
ル
者
ハ
教
師
ノ
意
ヲ
奉
戴
シ
一
々
指
揮
ヲ
受
ク
ベ

シ
教
師
ノ
定
ム
ル
所
ノ
法
ハ
一
切
論
ス
可
カ
ラ
ス
我
意
我
慢
ヲ
ハ
出

ス
可
ラ
ス

第
十
一
条

受
業
中
自
己
ノ
意
ヲ
述
ベ
ン
ト
欲
ス
ル
時
ハ
手
ヲ
上
ケ

テ
之
ヲ
知
ラ
シ
メ
教
師
ノ
許
可
ヲ
得
テ
後
ニ
言
フ
可
シ

第
十
二
条

人
ヲ
誹
謗
シ
或
ハ
朋
友
ト
無
益
ノ
争
論
致
ス
可
カ
ラ
ス

但
文
学
問
答
ノ
儀
ハ
苦
シ
カ
ラ
ズ
然
レ
ト
モ
語
ヲ
敬
ヒ
礼
儀
ヲ
失
ハ

ス
喧
シ
ク
語
ル
可
カ
ラ
ス
豪
慢
不
遜
ノ
語
ヲ
出
ス
可
カ
ラ
ス

第
十
三
条

師
友
又
ハ
其
他
知
リ
タ
ル
人
ニ
遭
ヒ
タ
ラ
ン
ニ
ハ
礼
儀

ヲ
尽
シ
テ
挨
拶
ス
可
シ
帽
ア
リ
シ
ト
キ
ハ
之
ヲ
脱
ス
可
シ

第
十
四
条

便
所
ニ
行
キ
タ
ラ
ハ
ヨ
ク
心
ヲ
用
ヰ
テ
便
所
又
ハ
衣
服

ヲ
汚
サ
ヌ
様
ニ
ス
可
シ

第
十
五
条

人
ノ
部
屋
ニ
ハ
案
内
ヲ
乞
テ
後
ニ
入
ル
可
シ

第
十
六
条

校
内
ハ
勿
論
他
所
タ
リ
ト
モ
相
交
ヒ
ノ
交
リ
ハ
親
切
ニ

為
シ
挨
拶
応
接
等
謙
遜
ヲ
旨
ト
シ
決
シ
テ
不
敬
不
遜
ノ
振
舞
ア
ル
可

ラ
ス

第
十
七
条

途
中
ニ
テ
遊
ヒ
無
益
ノ
場
所
ニ
立
ツ
可
ラ
ス
無
益
ノ
物

ヲ
見
ル
可
ラ
ス
疾
リ
走
ラ
ス
若
シ
馬
車
等
ニ
遭
フ
コ
ト
ア
ラ
ハ
早
ク

傍
ニ
避
ケ
テ
馬
車
等
ノ
妨
ケ
ニ
ナ
ラ
ス
自
身
ニ
怪
我
ナ
キ
様
ニ
ス
可

シ

[

桐
生
市
教
育
史
上
巻
１
７
４
～
１
７
５
ペ
ー
ジ]

群
馬
県
編
成

小
学
校
生
徒
心
得

抜
粋

(

明
治
十
年
九
月)

夫
れ
人
は
幼
穉
の
時
よ
り
学
校
に
入
り
勉
強
し
て
身
を
修
め
行
を

よ

う

ち

正
う
し
智
を
開
き
業
を
昌
に
し
人
に
頼
ら
ず
し
て
自
営
す
る
の
基
を

立
て
ず
ん
ば
阿
る
べ
か
ら
ず

さ
れ
ば

智
者
も
富
貴
の
勉
強
よ
り

生
ず
と
い
へ
り
天
下
有
用
の
人
と
な
り
世
に
貴
重
せ
ら
れ
て
富
栄
を

一
生
に
全
す
る
も
世
間
無
用
の
人
と
な
り
世
の
軽
茂(

蔑)

を
受
け
て

一
生
貧
賤
に
過
す
も

幼
穉
の
時
よ
り
勉
強
し
て
学
問
せ
ら
る
と
否

ら
さ
る
と
の
二
つ
に

原

く
も
の
な
り

･･
･

前
文
後
略

も
と
づ

第
一
条

毎
朝
早
く
起
し
面
を
洗
ひ
口
を
漱
ぎ
髪
を
櫛
り
衣
服
を
正

し
而
し
て
父
母
尊
長
へ
一
礼
し
其
安
否
を
伺
ひ
食
事
畢
り
て
直
に
学

お
わ

校
へ
出
る
の
用
意
を
な
す
べ
し
尤
当
日
入
用
の
筆
紙
書
籍
器
具
等
取

落
し
な
き
様
致
す
べ
し

第
三
条

教
師
は
我
に
学
術
を
授
け
智
を
開
き
才
を
長
し
将
来
幸
福

を
請
る
基
を
建
つ
る
恩
人
な
れ
ば
常
に
敬
礼
の
意
を
失
ふ
べ
か
ら
ず

第
四
条

挙
止
は
静
な
る
べ
く
言
語
は
穏
な
る
べ
し
教
場
に
入
て
は

先
ず
教
師
に
敬
礼
を
行
ひ
後
業
に
就
き
心
を
鎮
め
他
念
な
く
教
師
の

教
を
受
け
若
し
不
審
の
廉
あ
れ
ば
反
覆
質
問
し
了
解
を
得
て
後
止
む

べ
し

但
質
問
は
他
生
の
妨
と
な
ら
ざ
る
様
注
意
し
温
柔
に
教
を
受

く
べ
し

第
九
条

急
に
覚
え
ん
と
す
る
時
は
却
て
忘
れ
や
す
き
も
の
な
れ
ば

一
事
を
覚
え
て
後
一
事
に
移
る
よ
う
心
掛
く
べ
し

第
十
条

覚
え
あ
し
き
と
て
倦
み
怠
る
べ
か
ら
ず
油
断
な
く
勉
強
す

る
時
は
自
然
に
覚
ゆ
る
も
の
な
り

但

日
々
退
校
後
宅
に
て
其
日

教
を
受
け
し
処
を
幾
度
も
繰
返
し
復
読
す
べ
し

第
十
四
条

校
内
に
限
ら
ず
何
処
と
雖
も
壁
塀
其
他
の
物
へ
濫
書
す

べ
か
ら
ず
苟
且
に
も
粗
暴
野
卑
の
挙
止
の
嘲
を
受
べ
か
ら
ず

こ
う
し
よ

第
十
五
条

人
の
衣
裳
の
精
粗
美
悪
を
称
誉
譏
笑
す
べ
か
ら
ず

第
十
七
条

学
校
へ
往
復
の
途
中
は
勿
論
平
素
遊
歩
の
時
と
雖
も
路

傍
の
樹
木
花
草
を
損
害
し
或
い
は
果
実
を
採
り
田
畝
を
踏
荒
し
瓦
礫

土
塊
を
投
ぐ
る
等
総
て
不
行
儀
あ
る
べ
か
ら
ず

第
十
八
条

学
校
へ
昇
校
す
る
途
中
に
於
て
遊
び
戯
る
べ
か
ら
ず
若

し
馬
車
等
に
出
逢
ふ
と
き
は
其
通
り
過
る
を
待
ち
決
し
て
其
前
を
過

ぐ
る
べ
か
ら
ず

第
二
十
条

朋
友
と
睦
し
く
交
り
不
敬
不
遜
の
振
舞
決
し
て
あ
る
べ

か
ら
ず
又
人
を
誹
謗
す
べ
か
ら
ず

第
二
十
一
条

人
よ
り
争
を
仕
懸
る
と
も
決
し
て
之
と
争
ふ
べ
か
ら

ず
其
由
を
教
師
に
告
げ
て
其
指
示
を
受
べ
し

第
二
十
三
条

人
の
子
弟
た
る
者
は
日
々
学
校
に
至
り
て
学
業
を
勉

励
す
る
の
み
に
て
は
未
だ
全
く
其
務
を
尽
す
に
あ
ら
ず
帰
宅
の
上
父

母
長
者
の
命
ず
る
所
は
喜
で
之
に
従
ひ
敢
て
辛
苦
を
厭
う
べ
か
ら
ず

･･
･･･

規
定
は
全
二
十
四
条
か
ら
な
り
ま
す
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